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横浜市で新型コロナウイルス陽性者が、

一日で１１３９名という数字に驚き ‼。８月９日

報道では連日過去最高のコロナウイルス陽性者数がくり返されていますが、東京が５０００名超、神奈

川県が２０００名超の陽性者が発表されても、あまり驚かなくなってしまいました。

デパート従業員や高校の部活動で集団感染・クラスターが次々に発生しています。子どもから親に、親

から子どもへと家庭内感染もあるようです、

「陽性が確認されても、入院が出来ず自宅療養となる人の数が急増」

政府分科会の尾身会長は記者会見で「救える命が救えなくなる。このままでは自宅療養中に亡くなるケ

ースが増えてしまう。早急に、人出を半減に」と訴えている。

自宅療養中に治療が十分受けられず、重傷化あるいは亡くなるというケースが実際におきています。

【ご家庭内で新型コロナウイルス感染が疑われる場合】

『家庭内で注意する８つのポイント」

①ご本人と部屋を分けましょう

・個室にしましょう（食事や寝るときも別室として下さい）

・ご本人は、極力部屋から出ない（トイレ、バスなどの共有スペースの利用は最小限に）

②感染者のお世話は、出来るだけ限られた人で

③マスクをつけましょう

・使用したマスクは、他の部屋に持ち出さない

・マスクの表面には、触れない

・マスクを外した後は、必ず石鹸で手洗いと消毒を

④こまめに手を洗いましょう、アルコール消毒も

⑤定期的に室内の換気をしましょう

⑥手で触れる共有部分を消毒しましょう

・共有部分（ドアノブ、ベット柵、トイレ、洗面所等）は、こまめに消毒を

・タオル等は洗浄前の物は、共有しないなどは

⑦汚れたリネン、衣服を洗濯しましょう

⑧ゴミは密閉して捨てましょう（ご本人の使ったものは、すぐにビニール袋へ）

米疾病対策センターによれば、デルタ株は１人の感染者から８～９人に感染させるという、水疱瘡に匹

敵する。インフルエンザは１～３人、従来の新型コロナウイルスは２～３人だから、強烈な感染力です。

医療関係者によると、神奈川県内に発令中の緊急事態宣言は８月末までとなっているが、解除は難しい

のではと言われています。
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新型コロナウイルス変異株には種類があり、変異するたびにその感染力強くなっている。首都圏では約

９０％が「デルタ株」に置き換わっており、急激に全国各地で置き換わりが進み医療の逼迫につながると

指摘されている。

最近、変異型の「ラムダ株」感染者が空港検疫で確認され、水際対策の徹底が叫ばれてます。

８月２８日予定の、中田中学校地域防災拠点の防災訓練は

緊急事態宣言発令中のため中止となりました

『 今まで見守ってくれてありがとう』

取り替えましょう、家族のために・・

・住宅用火災警報器の設置は義務化されています。

・住宅用火災警報器の寿命は１０年です。

居間や寝室には煙感知式を、台所には熱感知式を設置しましょう。

（購入はホームセンターなどでお願いします。）

『ひとは、自分だけはコロナにうつらないと思うのか』 心理学者に聞く

自分と同じように普通に生活している人は、感染リスクや事故に遭う確率は変わらない。

運転している人に「事故に合う確率は○○％」と言うと不愉快に感じ、「自分は大丈夫 ‼」と一言。
根拠のない自信である。

「自分だけはコロナにうつらない、大丈夫」は、自分自身が作り出した妄想であると言い聞かせ、冷静に

対処しましょう

広町のホーページを

《一人一人がこの妄想に打ち勝てば 開くには ‼
「ロックダウン（都市封鎖）」は防げるはず》

『ワクチン接種を受け、手洗い、マスク、

不要な外出は、控えましょう』 広町自治会 ☜ 検索

○広町自治会には、災害協力員の制度があります。 （広町防災対策委員会規約、第６条－４）

「広町災害協力員は、前理事が中心となり組織し、大地震発生時には各自家族等の安全を確認後、

本部・広町会館に集合する（災害協力員は会長が委嘱する）」

・大地震災害発生時には、中田中学校地域防災拠点が開設されます。広町会館の災害対策本部と防災拠

点とに役員が分散され、人手が足りなくことが想定されます。前期の理事さんに協力いただき安否確

認などの作業をお願いします。


